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ショートショート 実行委員会 ＜イベントレポート＞   

米国アカデミー賞公認・アジア最大級の国際短編映画祭 ショートショートフィルムフェスティバル & アジア 2020 

 米国アカデミー賞公認・アジア最大級の国際短編映画祭、ショートショート フィルムフェスティバル & アジア（略称:SSFF & ASIA）
の代表を務める俳優・別所哲也が8月31日、環境省にて小泉進次郎環境大臣とともに、映画祭地球を救え！環境大臣賞の発表を
行いました。受賞したのは日本人監督：三好優太さんによる『オアシス』。アニメーション作品としてのエンタテイメント性と環境問題に関
するメッセージ性がともに高く、より幅広い人に気づきを与えてくれる作品として選出されました。（※作品詳細は2ページ目に記載）
SSFF & ASIA と環境省は2013年より、地球を救え！部門を展開、今年は全コンペティション入選作品の中から最も環境問題に対
するメッセージ性の高い作品に本賞を授与いたします。 
 
 受賞した三好監督は「『オアシス』」は卒業制作のために制作した作品。自分も含め、若い世代は環境問題への危機感が少ない。様
々な自然問題について知る中で、自分のような同じ若い世代が興味を持つきっかけになってほしいと感じました。人間の発展によって生
じた環境問題を、人間の叡智であるAIを生かし生物を守る世界を作りたいと考え、作品を制作しました」とコメント。 
 
 作品鑑賞後の会談では、映画祭代表の別所が、「人間とデジタルの関係はよく描かれているが、自然や動物とAIが共生している描く
作品はなかなかない。未来の地球について、身近な人と一緒に考えるきっかけになれば」とデジタルと自然の共生を描いた映画の世界観
を絶賛。環境省のアンバサダーであり、映画祭アンバサダーでもあるLiLiCoさんは「ショートフィルムはでストレートにメッセージを伝えられる
。先進国である日本だからこそ、こういった作品が学校の授業で紹介され、子どもたちが自然について学んでほしい」とコメント。 
 
 小泉環境大臣は「アル・ゴア元副大統領の『不都合な真実』で大きく世の中が動いたように、映画コンテンツの影響力は大きい。政治
や行政では届かないところまでメッセージを届けることができる。環境省がこの映画祭と協力しあうことで過去の受賞作品も含め、短編映
画を見ることで、多くの人が環境問題に関心を持つきっかけに繋がってほしい。」と話しました。 
 

 本作品は本日11:00より映画祭オンライン会場で9月15日までの期間限定で世界配信、これまでの地球を救え！環境大臣賞受
賞作品も同時に国内配信いたします。※過去受賞作品も国内同時配信 https://shortshorts2020.vhx.tv/save-the-earth 
さらには、9月16日（水）に開催の映画祭アワードセレモニーには環境省から、改めて監督への賞の授与が行われます。 
 
 9月3日（木）にはオンラインで実施される国際会議（新型コロナウィルスからの復興と気候変動・環境対策に関する「オンライン・プ
ラットフォーム」閣僚会合・「Platform for Redesign 2020」）で、本日発表された「地球を救え！環境大臣賞」の『オアシス』が世
界に向けて発信、紹介されます。（https://platform2020redesign.org/） 

ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア代表 別所哲也 

環境省 小泉環境大臣とともに 地球を救え！環境大臣賞の発表 

「AIと動物が共生する新しい未来を発見した作品」と絶賛！ 
受賞監督 三好監督、環境特別広報大使 LiLiCoさんと会談 
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2013年にスタートした地球を救え！環境大臣賞は、映画祭全コンペティションノミネート作品の中から、最も環境問題に対

するメッセージ性の高い作品に環境大臣賞を授与を決定。 

本日、小泉環境大臣により『オアシス』の受賞が発表されました。  

『オアシス』 OASIS 
 

監督：三好 優太（みよし ゆうた） 
日本/ 7:35 / アニメーション / 2019  
 

2050年、急激な気候変動に耐えられず、大量死したカエルを救うべくAIアニマル 
SAVIORが開発される。SAVIORは大量死した種と同じカエルに出会い、学習し、 
行動をともにしながら、情報収集を行う。 
作品紹介ページ https://www.shortshorts.org/2020/prg/ja/2002 

 
 

環境大臣賞受賞作品 『オアシス』  

https://drive.google.com/drive/folders/1xLaSIYcSdG

1bTS3BPGfue0IwRAJGRaxf?usp=sharing 

▼本イベントのオフィシャル素材を下記よりダウンロードいただけます。 

ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア  PR事務局（株式会社サニーサイドアップ内） 
 担当：安藤（080-3579-5352 ）、滝口（070-1639-9630）、北澤、小山 

TEL：03-6894-3200 ／ FAX：03-5413-3050 ／ E-mail： SSFF@ssu.co.jp 
 

ショートショート実行委員会 田中 press@shortshorts.org 
 

【本件に関するお問い合わせ先】 

【ショートショート フィルムフェスティバル & アジア  2020 概要】 

■開催期間：2020年9月16日（水）～9月27日（日） 

■上映会場：オンライン会場および、東京 計4会場予定 

※開催期間は各会場によって異なります。また、変更になる場合もございます。 

■オフィシャルサイト： https://www.shortshorts.org/2020 

■主催：ショートショート実行委員会 / ショートショート アジア実行委員会 

 

【SSFF & ASIA 2020 テーマ】 

「（ニュー）ボーダレス」 ～変化を力に変えていこう～ 

新型コロナウィルスの世界的な流行で、私たちの社会は大きな変化に直面していますが、決して悪い変化だけではなく、 

新しいコミュニケーションや表現の扉を開く前向きな変化があると私たちは考えます。それらの中には、模索の一つとして終わるものもあれば、

新しいスタンダードへとつながるものもあるでしょう。SSFF & ASIAは毎年世界中で作られるショートフィルムを集め、審査する価値づけ機関

としても活動してきました。今年は世界がコロナウィルスに直面してから約半年のこのタイミングで、新しい表現に目を凝らし、価値ある表現に

光を当てる役割をも担います。6月からの開催延期に伴い、映画祭テーマを「ボーダレス」から「（ニュー）ボーダレス」へと変更した背景には、 

「その表現がどんな境界（ボーダー）を越えた新しい表現であるか」を考える、というメッセージを込めています。 

これまで社会を区切り概念を生み出してきたボーダーを超えること、すなわち、私たちが今まで当たり前のこととして受け入れてきた概念を改め

て見直してみること。今年のSSFF & ASIA はショートフィルムを通じて、新しい時代の「（ニュー）ボーダレス」な表現の形を立ち上げます。 
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＜開催概要＞ ： ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア代表 別所哲也 環境省 小泉環境大臣とともに 

     地球を救え！環境大臣賞の発表と受賞監督、環境特別広報大使LiLiCoさんと会談 

： 2020年8月31日（月）10：00～11:00  

： 小泉 進次郎氏（環境大臣） 、別所 哲也（SSFF & ASIA 代表） 

    LiLiCo（環境省つなげよう、支えよう森里川海アンバサダー/SSFF & ASIAアンバサダー）、 

     三好 優太（受賞監督）    
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